
　
台
風
十
二
号
災
害
の
救
援･

復
旧

　
等
の
取
組
に
つ
い
て

議
員
　
台
風
十
二
号
に
よ
る
被
災
後
の
九
月

定
例
会
で
災
害
弔
慰
金
三
千
二
百
五
十
万

円
、災
害
援
護
資
金
貸
付
金
三
千
五
百
万
円
、

災
害
見
舞
金
百
四
十
万
円
等
の
予
算
が
可
決

さ
れ
た
が
、
被
災
者
の
皆
様
へ
の
支
給
状
況

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

健
康
福
祉
部
長
　
災
害
弔
慰
金
は
、
五
條
市

で
死
亡
さ
れ
た
方
と
行
方
不
明
の
方
が
十
名

で
、
う
ち
生
計
維
持
者
が
四
名
で
あ
る
が
、

そ
の
中
の
一
名
の
方
に
五
百
万
円
を
、
生
計

維
持
者
以
外
の
方
は
六
名
で
、
そ
の
中
の
五

名
の
方
に
二
百
五
十
万
円
ず
つ
支
給
し
た
。

支
給
で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
が
、
被
災

さ
れ
た
方
の
心
情
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
お

話
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
は
、
現
在
申
請

は
頂
い
て
い
な
い
が
、
十
二
月
二
十
八
日
の

申
請
期
限
に
向
け
て
対
象
の
方
に
周
知
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
五
條
市
災
害
見
舞
金

は
、
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
た
方
か
ら
支
給
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

議
員
　
五
條
市
に
寄
せ
ら
れ
た
台
風
十
二
号

の
義
援
金
の
支
給
状
況
と
、
奈
良
県
に
寄
せ

ら
れ
た
義
援
金
で
五
條
市
に
配
分
さ
れ
た
義

援
金
の
支
給
状
況
及
び
奈
良
県
が
窓
口
に
な

っ
て
い
る
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ

く
救
援
の
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

健
康
福
祉
部
長
　
市
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

に
つ
い
て
は
、
十
二
月
二
日
現
在
で
五
千
百

二
十
一
万
円
。
十
一
月
二
十
八
日
に
開
催
し

た
五
條
市
義
援
金
配
分
委
員
会
で
対
象
者
及

び
額
が
決
定
し
、
第
一
回
配
分
申
請
手
続
き

を
十
二
月
中
に
行
う
。
年
明
け
に
第
二
回
配

分
委
員
会
を
開
催
し
、
二
月
中
頃
に
第
二
回

の
配
分
を
行
う
。

　
奈
良
県
か
ら
五
條
市
に
配
分
さ
れ
る
義
援

金
は
、
十
一
月
二
十
二
日
現
在
一
億
八
百
七

十
五
万
円
の
予
定
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
千

九
百
万
円
は
一
次
配
分
と
し
て
、
奈
良
県
の

配
分
委
員
会
で
決
め
ら
れ
た
額
を
対
象
者
の

方
に
既
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
二
次
配
分
は

十
一
月
二
十
五
日
開
催
さ
れ
た
第
二
回
配
分

委
員
会
の
決
定
に
基
づ
き
年
内
に
配
分
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ
く
救
援

に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し
対
象
者
の
支
援

に
向
け
て
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

議
員
　
大
塔
町
内
の
県
道
二
三
五
号
線
の
宇

井
・
篠
原
線
が
通
行
で
き
る
よ
う
、
県
と
と

も
に
最
大
の
努
力
を
要
望
す
る
。

　
　

　
水
力
発
電
交
付
金
基
金
条
例
の
制
定
は
旧

五
條
市
で
西
吉
野
第
二
発
電
所
、
旧
西
吉
野

村
で
西
吉
野
第
一
、
第
二
発
電
所
及
び
旧
大

塔
村
で
西
吉
野
第
一
発
電
所
及
び
長
殿
発
電

所
施
設
へ
の
交
付
金
約
九
百
万
円
を
積
み
立

て
、
公
共
用
施
設
の
修
繕
等
に
活
用
す
る
も

の
で
す
。

　
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正
は
市
民
生
活

に
関
係
す
る
保
健
や
社
会
福
祉
関
連
事
務
の

需
要
が
増
え
ま
す
の
で
、
部
と
課
を
再
編
、

改
称
し
て
現
九
部
三
十
九
課
を
九
部
三
十
八

課
と
す
る
も
の
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
条
例
の
改

正
は
、
五
條
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
小
学
生
以
下

の
子
供
の
乗
車
運
賃
を
無
料
と
す
る
も
の
で

す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
は
障
害

者
自
立
支
援
医
療
事
業
費
扶
助
、
特
別
障
害

者
手
当
及
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
五

千
四
百
十
六
万
円
、
後
期
高
齢
者
療
養
給
付

費
負
担
金
一
千
七
百
二
十
七
万
円
、
消
防
団

員
公
務
災
害
補
償
保
険
料
一
千
三
百
七
十
四

万
円
等
、
合
計
一
億
三
千
六
百
四
万
円
を
増

額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
以
上
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
四

議
案
は
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致
を

も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

　
　

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
を
し
た
七
議

案
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
五
條
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
は
、
国
保

財
政
健
全
化
の
た
め
国
民
健
康
保
険
税
率
及

び
賦
課
限
度
額
を
改
正
す
る
も
の
で
、
全
員

一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
五
万
人
の
森
公
園
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
は
、
ア
ス
カ
美
装
株
式
会
社
に
平
成
二

十
四
年
四
月
一
日
か
ら
三
年
の
間
、
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で
、
起
立
採
決

の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
南
和
広
域
医
療
組
合
の
設
立
に
関
す
る
協

議
は
、
南
和
地
域
の
公
立
病
院
を
効
率
的
に

経
営
す
る
た
め
一
部
事
務
組
合
を
設
立
す
る

規
約
を
定
め
る
も
の
で
、
全
員
一
致
を
も
っ

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
組
合
議
会
の
議
員
定
数
に
係
る
付
帯
決

議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
は
、
五
條
小
学
校

屋
内
運
動
場
新
築
工
事
を
田
原
・
中
和
・
本

迫
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
契
約
す
る

も
の
で
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の

補
正
予
算
を
全
員
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

一般質問・委員長報告５

付
託
議
案
の
審
査
（
委
員
長
報
告
）
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、

十
一
議
案
を
委
員
会
で
審
査
し
、

本
会
議
で
報
告

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
■

■
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
■
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